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1 研究背景
近年、高等教育機関における自己点検、評価の重要性
が高まっている。教育プログラムの自己点検、評価とそ
の結果に基づく改善活動はその中でも特に重要である。
教育プログラムの自己点検、評価の対象の 1つにカリ
キュラムがある。しかしながら、高等教育機関における
カリキュラムの評価において、カリキュラムの構造に基
づいた客観的な評価手法は十分に確立されていない。そ
のため、科目間の関連度や科目がカリキュラムに与える
影響度を考慮して科目が配置されているかどうかを 1つ
の観点とし、定量的にカリキュラムを評価し、改善活動
に活かしたいと考える。
一方、履修科目の選択に対して不安を抱く学生は毎年
一定数存在する。特に、大学に入学したばかりの学生に
顕著である。なぜならば、ほとんどの学生にとって履修
科目の選択は、高校までに経験していない初めての取り
組みだからである。そのため、学生に対し、カリキュラ
ムの構造の理解を促したり、履修科目の選択の際や長期
的な履修計画を立てる際に参考となる情報を提供した
りすることで学生の履修科目の選択を支援したいと考
える。
2 先行研究
先行研究 [1]の目的は、高等教育のプログラムにおけ
る科目間の関連性に着目し、大学のスタッフがカリキュ
ラムの自己点検・評価及び改善をする際の支援方法を確
立することである。また、履修する学生が履修科目を選
択する際の支援に活用するための方法を確立することで
ある。
先行研究の内容は、カリキュラムを構成する科目間の
関連度に基づいて、科目やカリキュラム全体を評価する
ための指標を開発するというものである。さらに、開発
した指標を用いてカリキュラムを可視化する方法につい
ても提案された。
先行研究によって開発された 3つの指標について説明
する。1つ目は、科目間関連度である。科目間関連度と
は、最大値を 1とした、2科目間の関連度のことである。
科目間関連度は有向であり、基礎的な科目から応用的な
科目へと関連が示される。2つ目は、実質影響科目数で
ある。実質影響科目数とは、ある科目がカリキュラム全
体に与える影響度を定量化したものである。ある科目か
ら別のすべての科目への科目間関連度の総和である。3
つ目は、実質参照科目数である。実質参照科目数とは、
ある科目がカリキュラム全体から受ける影響度を定量化
したものである。別のすべての科目からある科目への科
目間関連度の総和である。
先行研究には 2つの課題が存在する。1つ目は、示さ
れたデータが直感的に理解しづらいことである。先行研
究によって、図 1のように科目間の関連を示すネット
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ワーク図 (以下、科目間関連度マップと呼称)が示され
た。しかし、科目間関連度マップには対話的機能がほと
んど存在しない。現在利用可能な対話的機能は、科目間
関連度マップの拡大及び縮小、科目を示すノードの簡単
な移動といった機能のみである。科目数や関連を示す
エッジが膨大であるため、このままでは、科目間の関連
を読み取ることが困難である。2つ目は、データの更新
に手間が掛かる点である。現状では、カリキュラムの構
造が変化した際、データベースを直接操作する必要があ
る。したがって、カリキュラムの構造が変化した際の
対応は限られた人にしかできない。さらに、その都度、
データベース操作を手作業で行う必要があるため、作業
負担の増加や、入力ミスの発生につながる。

図 1 先行研究にて示されたネットワーク図

3 本研究の目的と解決策
本研究の目的は 2つある。1つ目は、大学のスタッフ
のカリキュラムの自己点検・評価及び改善を支援するこ
とである。2つ目は、学生の履修科目の選択を支援する
ことである。そのために、先行研究で開発された指標や
可視化手法をシステム化し、汎用的な可視化ツールとし
て利用可能にすることを目指す。課題の解決策として、
以下の 2つを提案する。

• 科目間の関連を読み取りやすくする
• システムの維持管理を効率化する
これらを実現するためには、科目間関連度マップに対
し、対話的機能を増やす必要があると考える。具体的に
は、科目間関連度マップ内の特定の科目をハイライトす
る機能や、科目間関連度マップを補助する具体的な値な
どの情報を出力する機能などである。さらに、管理者専
用の機能が必要であると考える。具体的には、カリキュ
ラムの情報を受け取り、指標の再計算などを自動化する
仕組みや、システムを維持管理するユーザを管理する機
能である。
本研究では、目的達成のための 2つの解決策を取り入
れたWebアプリケーション EduPathFinder を開発する。
4 EduPathFinderの機能要件

EduPathFinderは、PCでの利用を想定したWebアプリ
ケーションであり、3種類の利用者を想定している。第
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1の利用者は、大学教員で、カリキュラムの点検・評価
を目的として利用する。第 2の利用者は、学生で、履修
科目の選択をする際の判断材料の収集を目的として利用
する。第 3の利用者は、システム管理者で、システムの
維持管理を目的として利用する。

EduPathFinder の機能要件は、大学教員と学生に向け
たものと、システム管理者に向けたものとに分けら
れる。
まず、大学教員と学生に向けた 4つの機能要件につい
て述べる。1つ目は、科目間関連度マップ出力機能であ
る。この機能は、指定された内容に沿った科目間関連
度マップを出力する機能である。2つ目は、影響科目出
力機能である。この機能は、「実質影響科目数」または
「実質参照科目数」の値が多い、あるいは少ない科目を
表形式で出力する機能である。3つ目は、関連科目出力
機能である。この機能は、「指定された科目からの科目
間関連度が高い科目」「指定された科目への科目間関連
度が高い科目」「指定された 2つの科目の経路上に存在
する科目」を表形式で出力する機能である。4つ目は、
条件指定機能である。この機能は、科目間関連度マップ
や表の条件を指定する機能である。科目間関連度マップ
機能では、「シラバス年度」「学部学科」「指標」「科目」
「ハイライト条件」を指定する。影響科目出力機能では、
「シラバス年度」「学部学科」「絞り込み条件」を指定す
る。関連科目出力機能では、「シラバス年度」「学部学
科」「科目」「絞り込み条件」を指定する。
次に、システム管理者に向けた 2つの機能要件につ

いて述べる。1つ目は、カリキュラム情報管理機能であ
る。この機能は、カリキュラムの情報を受け取ると、自
動的に指標やカリキュラムの情報を更新する機能であ
る。また、指定されたカリキュラムの情報の削除も行
う。2つ目は、管理者認証機能である。この機能は、ID、
パスワードを用いて管理者を認証する機能である。さら
に、管理者アカウントの管理も行う。
5 EduPathFinderの画面設計
機能要件を元に画面を設計した。なお、ここでは、大
学教員と学生に向けた 3つの画面に絞って説明する。
科目間関連度マップ画面 (図 2)は、条件に沿った科目
間関連度マップを出力する。この画面により、カリキュ
ラムの構造を視覚的に把握できる。これにより、カリ
キュラムが望ましい構造になっているか、望ましい構造
になっていない場合は、どの部分に問題があるのかと
いった確認が容易になることが期待できる。

図 2 科目間関連度マップ画面

影響度順科目提示画面 (図 3)は、2つの表を出力する。
1 つ目は、科目を実質影響科目数の順に並べた表であ

る。2つ目は、科目を実質参照科目数の順に並べた表で
ある。この画面により、各科目の具体的な情報といっ
た、科目間関連度マップ画面では確認しづらい情報を確
認できる。これにより、科目間関連度マップ画面では見
落としてしまうような情報の発見が期待できる。

図 3 影響度順科目提示画面

推奨科目提示画面 (図 4)は、ユーザが 2つの科目を選
択することで、3つの表を出力する。1つ目は、ユーザ
が指定した科目からの関連が存在する科目の表である。
2つ目は、ユーザが指定した科目への関連が存在する科
目の表である。3つ目は、ユーザが指定した 2つの科目
の経路上に存在する科目の表である。この画面により、
指定した科目との関連が存在する科目を把握できる。こ
れにより、履修科目を選択する際の参考になることが期
待できる。

図 4 推奨科目提示画面

6 まとめ
本研究の目的は、大学のスタッフのカリキュラムの自
己点検・評価及び改善の支援や、学生の履修科目の選択
の支援である。そのために、先行研究で開発された指標
や可視化手法をシステム化し、汎用的な可視化ツールと
して利用可能にすることを目指す。目的達成のために課
題の解決策を 2つ提案し、その解決策を取り入れたWeb
アプリケーション EduPathFinder を開発する。
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